
平成 28 年度第 4回 犬山祭保存会理事・役員会議事録

日時 平成 28年 11月 19日（土）19:00～21:00
場所 犬山市福祉会館 303会議室
出席者

（敬称略）

【役員】会長（石田）、会長代行（大澤）、副会長（多和田・大澤）、会計（下山）、財務特

別委員会委員長（澤野）、祭礼準備委員長（水田）、伝統文化委員長（小林）、伝統文化副

委員長（市橋・長井）、てこ委員長（長谷川）、てこ副委員長（浅野・吉田）、企画広報委

員長代理（松田）、事務局長（溝口）、会計補佐（松岡・高木）

【理事】枝町（武藤）、魚屋町（小川）、下本町（柴田）、中本町（齋藤）、熊野町（浅野）、

新町（佐守）、本町（河橋）、練屋町（吉田）、鍛冶屋町（前刀）、名栗町（田中）、寺内町

（岩井）、余坂町（小島）、外町（多和田）、内田（板津）、鵜飼町（松田）

【犬山市】観光交流課（中村・新原）、歴史まちづくり課（中村・市野）

議事 Ⅰ．報告事項

－

Ⅱ．議題

①からくり町巡り総括 ②ユネスコ対応について ③来年度祭礼について ④法人化に

ついて ⑤その他

配布資料 １．「平成 28年度第 4回理事・役員会」資料

議事内容

Ⅰ．報告事項

報告／検討内容 －

決定事項 －

Ⅱ．議題 ①からくり町巡り総括

報告／検討内容 総じて好評であり、来年以降も継続を望む意見が多数であった。その他の意見は以

下の通り：

・ 実演前の解説をする町としない町とがあった。13町内すべてで実施すべき。
・ 2日目（日曜日）のからくり町巡りと甲冑行列とのスケジュール調整が行われて
いなかった。双方のために事前に調整するべきである。

・ 見学者が多く、道路を塞いでいた。交通規制を敷くことはできないか。

・ 開催の順番（＝見学者が町を巡るコース）を再考してほしい。外町は史料館の

次という設定であったため見学者が少なかった。

決定事項 －

Ⅱ．議題 ②ユネスコ対応について

報告／検討内容 ○12/10ユネスコ無形文化遺産登録記念市民祝賀会（資料 p.2～3）
・ 各町からの参加者は理事が取りまとめること。案内文書は 11/20○日中に各理事
宅ポストへ必要部数を配布予定。参加者数の目安は、13町内が各 20名、3町内
が各 3名。

・ 祝賀会参加時の服装（可能な範囲で）：

保存会役員→保存会の半纏、町内参加者→町内の半纏



・ 案内文書の送付先は、保存会関係者のほか、針綱神社、三光寺稲荷神社、商工

会議所、まちづくり KK、JC、観光協会、文化協会、歴史研究会、ナイスで犬
山、ライオンズクラブ、ロータリークラブ、北まち、南まち、城下町を守る会、

ニワ里ネット、国会議員、県会議員、市議会議員、県、教育委員、文化財保護

審議会委員など。参加者数（推定）は 400名程度。町内で女性にも声がけを。
・ 祝賀会の開催時間は、14:00～16:00前まで。
○（日時未定）登録決定時の発表会（資料 p.4～5、別刷“「山・鉾・屋台行事」の
ユネスコ無形文化遺産登録にかかる催しについて”）

・ 決定のタイミングは、現在、11/30○水 20:30～23:30の可能性が高いと推測してい
る。市ではパブリックビューイングを計画中。決定が判り次第、役員と理事へ

電話連絡するので可能な人は半纏着用のうえ市役所へ集まること。

決定事項 －

Ⅱ．議題 ③来年度祭礼について

報告／検討内容 ○第 383回犬山祭からの城前広場の露天商の扱いについて（案）（別刷資料参照）
・ 露天商が店を設置する場所を、赤色の網掛け部分（現況）から黄色の網掛け部

分へ移動させるという一案を提示（観光交流課）。

・ 針綱神社は、犬山祭の両日は第一駐車場を露天商に使用してもらってもいいと

言っている（第二駐車場は☓）。

・ 本町通り北端の三叉路からからくり展示館あたりが最も混雑する。本部テント

から三叉路までの間から露天をなくすと混雑を軽減できるのでは。

・ 旧体育館跡地を露店設置場所にできないか？

→旧体育館が解体されるだけで、4月の時点では利用できる状態ではない。
決定事項 －

Ⅱ．議題 ④法人化について

報告／検討内容 ・ 保存会が目指すのは非営利法人である。21世紀になり、NPOの設立が急速に進
んだ背景には、行政の財政状況の悪化がある。行政の仕事をなるべく民間で、

という考え方の中で多くの NPOが設立されたが、今改めて「なぜ NPOなのか」
ということが問い直されている。

・ 保存会は、NPOの中でも事業型 NPOを目指すべきだと考える。その実現のた
めに、まず会を法人化するためのビジョンを明確にする必要がある。ビジョン

の素案を用意したので役員と理事で協議したい（別刷資料参照）。

・ 「Think globally, act locally」に関して、山・鉾・屋台行事は、特に地域色を守
り続けてきたことが評価されてユネスコ無形文化遺産に登録されるのであろ

う。地球規模で考えるだけでなく、地域規模でも考え、足元から行動すること

から始めてもいいのではないか。

・ 素案の最後の 2行は非常に重要である。「人材を育てる」ということも盛り込み
たい。

・ 祭りは政治の世界とも深い関わりがある。10年先のことだけでなく、100年先
のことを考える必要がある。

・ 「住みたくなるまちづくり」だけでなく「訪れたくなるまちづくり」を目指し



たい。

・ 考えるべきなのは、まちづくり、文化の伝承、観光と、それに伴う人づくりで

ある。

・ 法人化を進める際には専門家に相談するべきではないか。保存会がどのような

法人に適しているのかという判断も専門家の意見を聞いたほうがよい。

・ 犬山祭や城下町の町並みなど、自分たちにとっては当たり前のものが外部者に

は新鮮で魅力的なものであることを認識し、更なる発信に努めるべきであろう。

・ 祭りを担う若者を増やすためには、住民にとって魅力のある祭りとまちにしな

ければならない。

・ 先輩たちが盛り上げてきた犬山祭が、自分たちが 50代になったときどうなって
いるのかを想像すると悪いことばかりイメージしてしまう。今、このように将

来のことを真剣に考えていることの重要性と有り難さを実感する。保存会を法

人化して祭りを継承する環境を整えたい。

・ ビジョンは細かいことに言及するものではないが、精神論だけでなく、もう少

し具体的な事柄（例：資産の形成など）についても触れると分かりやすくなる

のではないか。

・ 祭りが嫌で町を出ていく人たちもいる。内部を見つめ直す必要もあるのではな

いか。

・ 国指定の祭りではなくとも、祭りを通して町が潤う仕組みが形成されている事

例などもあるので参考にしてはどうか。

決定事項 ・ 「犬山祭保存会を法人化するためのビジョン（案）」とともに配布した 3枚のプ
リント（「ビジョン（案）に対する修正意見」「そのためにはどんな事業をすれ

ばいいのか」「10年くらい先を見越して、我々はどのような社会的課題を解決し
たいのか」）への回答記入を次回の理事会までの宿題とする。できれば記名のう

え提出を。

Ⅱ．議題 ⑤その他

報告／検討内容 ・ 犬山警察署年末警戒啓発活動について（資料 p.6）：役員もぜひ参加を。
・ 今後のスケジュール（資料 p.7）：①③④⑥のイベントへは極力参加のこと。

決定事項 －

懸案事項／その他補足

・ 国内には多数の山車祭りがあるが、50世帯以下で山車を守っている町が大半というような祭りは
あまりない。祭りが本当にまちづくりのためになっているのか、将来にわたり 20世帯足らずの町
で祭りを継続できるのか、真剣に考えなければならない。

次回日時 平成 28年 12月（日時未定）
次回場所 犬山市福祉会館

記録日 H28/11/21
記録者 市野


